
環 境 報 告 書 ENVIRONMENTAL  REPORT 2 0 0 9



住む人、
使う人の
心を
大切に。
私たちは地球環境と

調和しながら、

持続可能な社会の

実現を目指します。

【新日軽「環境報告書2009」の編集方針】
「環境報告書2009」は新日軽にとって7回
目の環境報告になります。2007年度版より
小冊子の発刊を取りやめ、ホームページだ
けでの公開になっていますが、年間で約3万
件のアクセスがあり、多くのお問い合わせ
もいただきました。今年度も引き続きホー
ムページだけでの公開となりますが、編集
にあたってはデータの正確さを重視すると
ともに、専門知識がない方にもご理解いた
だけるよう写真やグラフを多く掲載し、文
字の大きさなど読みやすさにも配慮しまし
た。また、ホームページからプリントアウト
していただければ、小冊子の形になるよう
に見開きにも留意した編集となっています。
本環境報告書を通して、新日軽が取り組ん
でいる環境保全活動へのご理解を深めてい
ただければ幸いです。

【対象期間】
2008年4月1日～2009年3月31日
※一部、対象期間前後の内容・計画も含みます。
※定量的な環境負荷データは本社・支店・営業所部門を含
んでいません。

■本報告書について

【商号】
新日軽株式会社（Shin Nikkei Company,Ltd.）

【本社所在地】
〒136-0076　東京都江東区　
南砂二丁目7番5号

【資本金】
164億380万円

【売上高】
1,218億2,500万円（2008年度実績）

【従業員数】
1,857名

（2008年3月31日現在）

【事業所数】
支店：16　工場：10

【主な営業品目】
ビル建材商品、住宅建材商品、 エクステリア商品
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■本社　
〒136-0076　東京都江東区
南砂二丁目7番5号

■苫小牧工場　
〒053-0002　北海道苫小牧市
晴海町43-3

■北海道日軽サッシ㈱　
〒053-0002　北海道苫小牧市
晴海町43-3

■藤岡工場
〒329-0311　栃木県下都賀郡
藤岡町富吉字東前1640-4

■船橋製造所
〒274-8530　千葉県船橋市
習志野4-12-2

■㈱新日軽北陸　高岡工場
〒933-0947　富山県高岡市
本郷2-5-8

■㈱新日軽北陸　立野工場
〒933-0343　富山県高岡市
宝来町85

■㈱新日軽北陸　小矢部工場
〒932-0122　富山県小矢部市
浅地130

■八日市工場
〒527-0082　滋賀県東近江市
上羽田町字西山3275番地1

■関西日軽サッシ㈱
〒612-8291　京都府京都市
伏見区横大路天王後15番地

■西日本日軽サッシ㈱
〒811-2114　福岡県糟屋郡
須恵町大字上須恵1423-12
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ごあいさつ 企業の特性をふまえた
より効果的な環境保全活動に取り組んでまいります。

現在、地球環境を守ることは私達人類の
生存に関わる最も重要な課題であり、世界的
規模で持続可能な社会の実現に向けた環境保全
活動が行われています。2005年2月には地球
温暖化防止のための「京都議定書」が発効
し、2008年度には実行期間に入りました。また
2008年には洞爺湖サミットが開かれ、地球温
暖化対策が主要なテーマになりました。各国
で温暖化ガスの排出削減の目標が設定され、
その目標の達成のためさまざまな取り組みを
行っています。省エネ法、廃掃法の改正など
環境法令はますます厳しくなってきており、
企業が継続していくためには、これら法令の遵守
は当然のことながら、自主的な環境への取り
組みにより、その企業に適合したより効果的
な環境保全活動を継続する必要があります。

環境マネジメントシステムについては、主
力工場のみならず、その他の中小規模の生
産工場においてもISO14001の認証取得作業
を進め、2008年度中には全ての生産工場で
ISO14001の認証を取得しましたが、今後はそ
の効果的な維持に努めてまいります。本社部
門においては、製品環境アセスメントを実際
に運用し、環境負荷の少ない製品の供給に努
力しております。生産部門においては、効果的
な環境投資や工程改善により鋭意省エネルギー
に努め、総エネルギー使用量およびCO2排出
量を削減しております。物流部門において当
社は省エネ法で指定された特定荷主となって
いるため、輸送用燃料などを管轄官庁に報告
し、燃料使用量の削減のために効率的な物流
体制の構築に努めております。

2.新日軽の環境活動は「環境基本方針」に
　基づき本社、工場一体となって行動して
　います

社内コミュニケーションを充実して従業員
の環境意識の向上を図り、環境問題に積極的に
取り組んでおります。また、日軽金グループの
一員として「継続とネットワーク」をモットー
にして、グループ各社と緊密な連携を取り合い
ながら環境保全活動を続けております。

本報告書は、持続可能な社会づくりのため、
新日軽がどのように考え、どのような活動を展
開しているかについて一人でも多くの方にご
理解いただくためのものです。皆様方からのご
指摘、ご意見、ご指導を賜りますようお願い申
し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　   2009年6月

新日軽株式会社　代表取締役社長

3.環境保全活動は人を基本にグループ各
　社との連携を図りながら運営しています

1.高まる地球環境への社会的要求

4.本報告書の目的とお願い
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環境理念と環境基本方針
新日軽では、日軽金グループで定められた基本方針に基づき、環境理念・環境基本方針を定めています。
環境問題への取り組みを重要課題として掲げ、広く社会に貢献しています。

■グループ経営を基本とし、グループ連結の利益最大化を目指す。

■すべての事業ユニットは、それぞれの個性に合ったビジョンを掲げ、全員参加型のビジョナリー経営を展開することで、

　体質強化を図る。

■マーケット・インの視点に立ち、先進的・創造的な技術開発を心がけ、積極的に新事業領域を開拓する。

■健康で安全な職場づくりと、「ゼロ災害」の達成を目指す。

グループ経営

日軽金グループの基本方針 2008年1月改定

■株主・取引先・従業員・地域社会に対し、調和の取れた経営を行い、社会的に尊敬に値する企業グループを目指す。

■法令および社会的規範を遵守し、公正かつ透明な事業活動を行う。

■信頼性のある財務報告の重要性を認識し、会計基準の遵守と内部統制の体制づくりを確実に実施する。

■安全で有用な製品・サービスを提供し、お客様の満足と信頼を獲得する。

■地球環境問題に対しては、関係法令の遵守はもとより、環境方針を掲げて自主的かつ積極的に取り組む。

■企業情報を適切に管理するとともに、広く社会とのコミュニケーションに努め、情報を適時かつ適切に開示する。

■多様なリスクの状況を的確に把握するとともに、これを低減するための活動を推進する。

企業の社会的責任およびコーポレートガバナンス

日軽金グループの環境活動方針

■コンプライアンス最優先の環境マネジメントの再確認と徹底
■環境リスクの棚卸および計画的改善の実行

新日軽の環境理念

■環境保全活動の推進のため、環境マネジメントシステムを構築し、実行し、定期的に点検・見直しを行い継続的  
　改善を実施します。
■汚染の予防・環境関連の法律・規則・協定・所属団体の指針等を遵守すると共に、環境負荷低減の目的・目標を
　技術的・経済的に可能な範囲で定め維持・向上に努めます。
■企画・開発・設計・購買・生産・販売・物流・使用・リサイクル・破棄に至る全ての段階で環境保全を配慮し環境負荷
　の少ない製品を提供します。
■この「環境基本方針」を文書化し環境教育・広報などを通じ全ての従業員に周知させ、環境保全意識の向上を
　図ります。
■この「環境基本方針」は要請に応じて一般に開示します。

新日軽の環境基本方針

新日軽は、「住む人、使う人の心を大切に」の基本理念をもとに、
全ての事業活動を通じて21世紀の人類の課題である地球環境保全に取り組み、
持続可能な社会の発展に貢献します。



�

Environmental report 2009

自主環境行動目標と実績
新日軽は2003年から中期目標を策定し、目標を達成するための継続的な環境活動を展開しています。
今後も環境負荷の削減を目指し、各部門で積極的な活動を推進します。

環境行動目標 2008年度実績 掲載頁

1.コンプライアンス

環境関連の全ての法令・規則・条例・協定を遵守する。 P9

2.環境マネジメントシステム
①継続的な環境保全活動を行うため、各事業所において国際環境
　マネジメントシステムであるISO14001の認証を取得し、維持する。

②構築済みの製品環境アセスメントを実行し、環境負荷の少ない
　製品を供給する。

P8

3.省エネルギー活動
①2012年度までに生産段階における総CO2の排出量を1990年度比
　15%削減する。

P10

4.廃棄物のリサイクル

①2012年度までに産業廃棄物の総量を2007年度比10%削減する。

②2012年度までに生産工場からの定常的な排出物の最終処分比率を
　2%未満に削減する。

③塩ビサッシリサイクル
　2012年度までに廃棄塩ビサッシのリサイクルシステムを構築する。

④2012年度までにプラスチック系梱包資材の使用量を2007年度比
　20%削減する。

P11-12

5.環境汚染物質の削減
①2012年度までにPRTR物質の総取扱量を2007年度比
　20%削減する。

②VOC削減自主的取り組みによって該当4物質の使用量、排出量を
　2012年度までに2000年度比85%削減する。

P13

6.グリーン調達基準
2004年度に制定されたグリーン調達基準の対象範囲を広げ、環境負荷の
少ない資材、部品を調達する。 P14

7.環境教育

P9

8.情報の開示

P23

全ての法令・規則・条例・
協定を遵守

①関西日軽サッシ、西日本日軽サ
　ッシで認証取得

②2008年度までに23シリーズ
　の製品環境アセスメントを実行

②2007年度比8.7%アップ②2012年度までに輸送段階におけるエネルギー原単位を2007年度比
　5%削減する。

製造所、工場を中心にして環境関係公的資格を計画的に取得すると
ともに、各サイトのISO14001の内部監査員を養成する。

年度ごとに環境報告書を作成し公開する。

2008年度に14業者追加

新日軽ホームページで2009年環
境報告書を公開

①1990年度比18.2%削減

②最終処分比率1.1%

①2007年度比122%増加

④2007年度比16%削減

③プラスチックサッシ、サッシ協会
　合同のワーキングチームで活動中

②2000年度比使用量71%削減、
　排出量74%削減

①2007年度比20%削減

2009年4月１日現在で公害防止管
理者延べ70名、内部監査員166名

P14
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新日軽の主力生産商品はアルミニウムを主原料にした各種
建材商品およびエクステリア商品です。近年では住宅建材商
品を中心に、樹脂を主原料にした商品も生産しています。新日
軽はアルミ材の溶解・押出・表面処理・加工組立までの工程
を一貫生産しています。インプット側の主な資材はアルミニ
ウム地金および樹脂であり、エネルギーは電力・重油・灯油・
軽油・LPG・LNGが中心になっています。また表面処理工

新日軽と環境との関わり
各工程のエネルギー消費に伴う二酸化炭素や有害化学物質の利用、廃棄物などの環境負荷を低減するため、
全社的な保全活動を推進しています。

程では多量の水を使用しており、環境に負荷をかけていま
す。アウトプット側ではCO2の発生が大きな環境負荷です
が、アルミ材の処理工程で発生する副次産物および加工工
程で発生する廃棄物も環境負荷となっています。新日軽は
省エネルギー設備の導入や廃棄物の削減、リサイクルを進
め、これらの環境負荷の低減に努めています。

環境負荷の全体像

A重油
287TJ

灯油
268TJ

軽油
12TJ

LPG
86TJ

LNG
99TJ

水
742万m3

アルミ
83,212t

樹脂
3,491t

使用済梱包資材
3,770t

排水
742万m3

産業廃棄物
8,337t

有価排出物
23,981t

一般廃棄物
384t

CO2
125,588t

SOx
30t

NOx
53t

INPUT

OUTPUT

溶解 表面
処理押出 加工 組立 検査 梱包 出荷

アルミインゴット、スクラップを
溶かしてビレットにします。

アルミの表面に酸化皮膜と電着塗
装を施し、耐候性・耐食性を向上さ
せるとともに美しい色をつけます。

加工された部材をサッシの形に組
み立てます。ノックダウン製品で
はこの工程がありません。

輸送時にキズがつかないように養
生、梱包します。ノックダウン品
は箱に入れます。

ビレットを押し出してさまざまな
形のアルミ形材にします。

アルミ形材を切断、機械加工し、
サッシ部材にします。

1品ずつ寸法、機能、外観などを
検査します。

トラックに載せて倉庫または直接
お客様のもとへ輸送します。

■エネルギー量の単位：J（ジュール）はエネルギー、熱量のSI単位です。
　　　　　　　　　　　1PJ（ペタジュール）＝103TJ（テラジュール）＝106GJ（ギガジュール）＝109MJ（メガジュール）＝1012KJ（キロジュール）＝1015J（ジュール）

総電力
167,341MWｈ
（1,668TJ）
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環境
マネジメント
システム

新日軽は環境マネジメントシステムを維持運営し、
全社をあげて環境保全活動に取り組んでいます。

具体的な活動は、各本部・工場およびコーポレート部門の
環境管理担当者で構成される「環境管理推進連絡会」が各サイ
トの「環境管理組織」と連携して行います。環境管理委員会お
よび環境推進連絡会の事務局には「環境管理担当」が当たり、
全社の環境保全活動の調整および対外的な窓口業務を担って
います。

環境マネジメントシステムの組織体制
新日軽の環境管理に関する基本方針、自動行動計画、環境
マネジメントシステムなどの取り組みは、「環境管理規制」に
基づき「環境管理委員会」で審議・決定されます。環境管理委
員会は「環境管理委員会規定」に基づき運用されますが、委員
には各本部長、船橋製造所長および（株）新日軽北陸社長が
当たり、委員長には環境担当役員が当たります。

ISO14001の認証取得状況
新日軽は環境保
全活動の定着とそ
の発展のため、各
工場で環境マネジ
メントの国際規格
であるISO14001
の認証を取得し、
維持しています。
2008年度には、地方の中核工場である関西日軽サッシと
西日本日軽サッシが認証を取得し、全工場の認証取得が完
了しました。認証取得自体は目的ではなく手段です。今後
とも地域を重視し環境パフォーマンスが上がる環境保全活
動を推進していきます。

西日本日軽サッシ本審査現場巡視風景

新日軽におけるISO14001認証取得状況

北陸製造所高岡工場が認証取得,01年8月

船橋製造所が認証取得,02年11月

苫小牧工場が認証取得,03年9月

関西日軽サッシ、西日本日軽サッシが認証取得,09年3月

藤岡工場が認証取得,08年6月

八日市工場が認証取得,07年10月

船橋製造所がISO14001-2004年版へ移行,05年11月

苫小牧工場がISO14001-2004年度版へ移行,05年9月

北陸製造所 立野工場、小矢部工場が認証取得,04年2月

北陸製造所3工場がISO14001-2004年版へ移行,05年2月

社長

経営会議

監査役会

環境管理委員会

船橋製造所住宅エクステリア本部ビル建材本部 ㈱新日軽北陸 コーポレート部門

事務局・環境管理担当

環境管理推進連絡会

■事務局・環境管理担当
環境管理委員会での
決定事項を具体化・推進

■環境管理推進連絡会
各部門・工場の環境管理
実務担当者による連絡会

取締役会
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環境管理活動
環境マネジメン
トシステムを運用
していくためには、
組織ごとの効果的
な環境管理活動が
必要です。新日軽
では全社的な組織
としての環境管理
委員会、環境管理
推進連絡会だけで
なく、各工場でも定期的に環境管理委員会やその他委員会、
部会を開催し、個別の環境問題に取り組んでいます。また
審査機関による定期環境監査以外にも定期的に内部監査を
行い、PDCA※が継続的に回っているかを自主的にチェック
しています。この内部監査には本社および他工場の環境管
理担当者が参加して、情報交換を図っています。

小矢部工場環境管理委員会

※PDCA：計画・実施・点検・改善の略

法規制の遵守
環境に関する全ての法律、規制、条例、協定を遵守するた
め、本社環境管理担当および工場の環境管理担当者が関連法
規制、その他要求事項の一覧表を作成し、常に最新情報の収
集管理、情報交換を行っています。工場によっては所在する
自治体特有の条例や公害防止協定があり、法令よりも厳しい

基準を示されています。工場ではそれらの基準を遵守するた
め、日常の運用においてはより厳しい自主基準を設け点検、
測定を行っています。また省エネルギー法、PRTR法、廃掃
法などに基づく報告または届出、大気や水質、騒音、振動な
どの測定値の報告も法定期限内に速やかに行っています。

高岡工場　排水管理システム

高岡工場には異常排水の場外流出
を防ぐため、1,000トンの大型緊急
貯水槽が設置されています。この貯
水槽を利用した排水監視システムで
は、場内排水路を主要3系統に分割
して排水系統ごとに個別対応できる
ようになっています。排水の監視は、PH・濁度・色度・油膜に
ついて行い、緊急時には緊急遮断装置が自動的に作動し緊急貯
水槽に送水するとともに警戒に当たっている2ヶ所へ警報を出

す仕組みになっています。その他異常
排水汲み上げポンプの共通化や複数
台のポンプ設置などの設備的な工夫
を行っています。高岡工場ではこのシ
ステムの導入以後、異常排水の場外流
出事故は発生していません。

高岡工場上流側での検知器写真

緊急遮断装置

●ISO14001審査員・内部監査員登録者数
2009.4.1現在

CEAR審査員
CEAR審査員補
CEAR認定審査員研修修了者

2009.4.1現在

環境計量士
作業環境測定士
エネルギー管理士

●環境関係公的資格登録者延べ人数

エネルギー管理員
産業廃棄物中間処理施設技術管理者
特別管理産業廃棄物管理責任者

主任管理者
大気（1～4種）
水質（1～4種）
騒音
振動
ダイオキシン類

公害防止管理者
（認定講習修了者含む）

1
5
1

2

25
9
3
17
4
2
13

25

15
15

●高岡工場排水管理概要

末端緊急貯水槽

第
３
系
統

第
２
系
統

第
１
系
統

排水源

異
常
排
水
処
理
後

河川へ緊急遮断弁
検知

ポンプ

信号

検知

ポンプ

信号

検知

ポンプ

信号

送液配管

PH・濁度・色度・油膜をチェック！

上流側排水
正常排水
異常排水

内部環境監査員研修修了者 166
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新日軽は、エネルギー消費に伴う二酸化炭素排出や廃棄物排出などの環境負荷を
低減するための取り組みを積極的に展開しています。

2008年度は総CO2排出量、電力使用量、熱燃料使用量、
いずれも大幅に削減することができました。これらは主に
生産量の減少に伴うものですが、全工場で省エネルギーの
ための投資と設備、工程改善を続けています。

生産段階における総C02排出量は対前年比が大幅に削減
され、新日軽が目標としている1990年度比15％削減目標
に対し18.2%削減されました。また参考指標としている生
産量を分母とした原単位はほぼ横ばいになっています。

【CO2換算係数について】
新日軽では過年度の環境報告書においては、電力のCO2の換算係数を年度ごとに変
えず一定の数値を使用していましたが、CO2発生量絶対値の正確性を期すため、他社
の一般的な環境報告書に合わせ、電気事業連合会公表の換算係数を使用することにし
ました。電気事業連合会の換算係数は年度によって10%以上の変動がありますので、新日
軽の活動によるCO2排出量の増減の推移のみを表すものではありません。なお2008
年度の電気事業連合会の換算係数はまだ公表されていませんので、2007年度の換算
係数をそのまま使用しています。

エネルギーの使用の合理化に関する法律（省エネ法）が改
正され、2006年4月1日より施行され、その中で荷主の責
任が明確になりました。新日軽では2007年5月に管轄の
経産局に特定荷主の届出を行い、輸送トンキロ、燃料使用

量の実績管理を行っています。2008年度の実績はそれぞ
れ5,847万トンキロ、原油換算4,440キロリットル、CO2
排出量11,800ｔ-CO2となりました。

立野工場では冬季の間、生産ライン脇にある暖房用ストー
ブを省エネ型ストーブに切り替えています。従来のストーブ
の火力は強力でしたが、集中的に暖房され、効率がよくあり
ませんでしたが、省エネ型ストーブは弱い火力で室内を均一
に暖めることができるようになりました。
さらに１台ごとのストーブのオン、オフをこまめに繰り返
すことにより、1日当たりの灯油使用量を大幅に削減するこ
とができました。新日軽では寒冷地にある工場を中心にして、
今後とも省エネ型ストーブへの切り替えを進めていきます。

総CO2排出量および原単位の推移

省エネルギーと大気保全

排出量 原単位

0

40,000

80,000

120,000

160,000

1990 2004 2005 2006 2007 2008
0

1

2

3

4

136,700

148,700
155,500

153,600

125,600
134,900

（年度）

2,1962,108
1,904

2,023
1.9911.910

総電力使用量は対前年比6.7%の削減を図ることができ
ました。熱燃料と同様、主に生産量の減に伴うものですが、
工場の電力削減活動としては皮膜ライン冷凍機の運転効率
の向上、加工工場におけるコンプレッサーの運転制御の改
善などを行いました。

電力使用量の推移

0

400

600

1,000

1990 2004 2005 2006 2007 2008

200

800

1,200

LPGA 重油灯油軽油LNG

753
813856

953
1,004

1,112

（年度）(TJ)

◎従来のストーブ ◎省エネ型ストーブ

改正省エネ法・荷主の責任への対応

冬季暖房用ストーブの省エネタイプへの切り替え

熱燃料使用量は発熱量換算（J＝ジュール）で表していま
す。2008年度は総発熱量で対前年比7.4%の削減を図るこ
とができました。主に生産量の減に伴うものですが、新たに
熱処理炉や乾燥炉の燃料転換を行ったことや燃焼設備の運
転管理を徹底したことなどによる効果も表れています。

熱燃料使用量の推移

0

50,000

100,000

150,000

200,000

1990 2004 2005 2006 2007 2008

電力量

（年度）

250,000

(M Wh)

167,300
179,300193,800196,600207,400

189,200

（t-CO2）
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立野工場では過去に省エネルギー活動で中部経済産業局長
賞をいただきましたが、その後も引き続き各種省エネ改善活
動を継続しています。2008年度は、集中的にコンプレッサー
関係の電力削減を図りました。老朽化したコンプレッサーの
更新時と重なったこともあり、さらなる省エネのためインバ

新日軽ではアルミやプラスチックの素材工場から、それら
の素材を製品にする加工工場に多くの材料を輸送しています。
半製品であり輸送途中に傷などはつけられないため、多くの
養生材を使用していました。これまでは、それらの養生材は
加工工場側で廃棄物として捨てられていましたが、分別を徹
底するとともに素材工場側へ返却する仕組みを作ることによ
り、リユースまたは有価物化することができるようになりま
した。

立野工場コンプレッサー台数制御による 電力量の削減

養生材が使われた材料輸送パレット加工工場側での養生材の分別

国土の狭い我が国で廃棄物の最終処分は限界に達してお
り、各地で産業廃棄物の放置が社会問題になっております。
当社でも生産活動によって生じる多量の廃棄物が発生して
いますが、生産工程や資材の調達方法の改善、場内リサイ
クルなどにより、廃棄排出物の総量およびその中でも処理
が難しい事業系の産業廃棄物の削減に努めています。さら
にそれらの廃棄排出物の中で埋立てや単純焼却される最終

2008年度は廃棄排出物の総量は削減されていますが、
その中で産業廃棄物の量が大幅に増え有価排出物の量が
減っています。これは業者との契約の関係で、スラッジ
類を有価排出物から産業廃棄物に切り替えたことによる
ものです。しかし、産業廃棄物になっても業者の協力によ
りリサイクルが進み、最終処分量およびその割合が減って、
新日軽が目標としているゼロエミッションを達成すること
ができました。

廃棄排出物の中にはマニフェスト管理を行
っている産業廃棄物およびその発生を意図
しない有価排出物を含んでいます。一般廃
棄物は比較的発生量が少なく処理しやすい
ため廃棄排出物には含まず、逆に有価排出
物には処理しにくい物質を含んでいる場合
があることを考慮しています。

◎新日軽の「ゼロ・エミッション」定義

2％未満
最終埋立て処分量

廃棄排出物

0

10,000

20,000

30,000

40,000

2004 2005 2006 2007 2008（年度）（t）

41,000

32,318

36,868
34,747

39,924

◎産業廃棄物・有価排出物排出量
有価排出物
産業廃棄物

◎最終処分比

廃棄排出物の削減

材料輸送用養生資材のリユース

75ｋＷインバータ付きコンプレッサー

215千 kWh/年 (2007年度比29%削減）
コンプレッサー使用
電力の削減

2.4kWh/工数(2007年度比31%削減）
コンプレッサー
電力原単位の削減

産業廃棄物・有価排出物

処分量を限りなくゼロに近づけ「ゼロエミッション」の達成
を重点課題として取り組んでいます。 

ータ付きコンプレッサーを導入し、より細かい台数制御を試
みました。運転方法の改善により圧力変動の波を小さくする
ことができ、限界と思われていた設定圧力を下げることが可
能となり、大きな省エネ効果を上げることができました。

1

3

0
2004 2005 2006 2007 2008（年度）（%）

2.82.7

1.1

2.6

2.3

4

2
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新日軽の商品に使用されている外装ダンボールや部材の
養生材などは、商品の輸送段階でのキズ、ヘコミ防止に必
要ですが、最終的な工務店様、お施主様には無用な資材と
なります。それらの梱包資材は主にガラス店様から廃棄物
として排出されますが、総量とともに処分のしやすさが問
題になります。新日軽では処分しにくいシート、テープ類
などのプラスチック系養生材、緩衝材などの削減に努めて
います。2008年度は包装資材の総量とともにプラスチッ
ク系養生材、緩衝材の量も削減されました。

容器包装資材の削減

0

1,000

2,000

3,000

4,000

2004 2005 2006 2007 2008 （年度）

5,000

( t )

◎使用済み梱包資材の推移

通風勝手口ドアの梱包副資材の削減
八日市工場では主力生産品である通風勝手口ドア本体お
よび網戸格子の梱包副資材の削減に取り組みました。本体
については６個の緩衝材をなくし、積層段ボールの帯に変
え、網戸格子については側面段ボールをなくし、コーナー
段ボールのみとしました。これらの改善により副資材の使

用量を大幅に削減することができました。さらに全体を養
生しているポリエチレンフィルムの厚みも薄くしました。
これらの改善は輸送テストを繰り返し、品質を確保した上
で行われました。

容器包装リサイクル法では、一般ユーザー向け商品の容
器包装を対象に、リサイクルのための負担金を決められた
条件の事業者に対して求めています。当社ではほとんどが
建築会社など事業者向けの商品ですが、取り扱いマニュア

ルなどの一部は一般ユーザー向けのものになります。それ
らの袋には規定された材質マークを示しており、2008年
度はプラスチック製包装材として869kg（再商品化義務量
322kg）に相当する再商品化委託料金を負担しています。

苫小牧工場では樹脂材の押出、加工工程で発生する端材
のリサイクルに取り組みました。それらの端材を自工場で
粉砕し丸パイプの原料にすることにより、バージンの原料
の使用をやめることができました。これはリサイクル材の
上を薄い表面材で覆う高度な二重押出技術によって可能に
なったものです。丸パイプは新日軽のエクステリア工場に
送られて、カーポート用雨樋に加工されています。

リサイクル材を使用した樹脂丸パイプ

新仕様

通風勝手口ドア本体

旧仕様 新仕様

網戸格子

旧仕様

リサイクル活動

プラスチック類 その他ダンボール・紙類

容器包装リサイクル法

樹脂材端材のリサイクル

3,998
4,337

3,770
3,9893,780
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2000

環境汚染物質の削減
新日軽の各工場では、さまざまな燃料や化学物質を使用

していますが、それらによって発生する環境汚染物質対策
を最優先課題として取り組んでいます。環境関連法、条例

PRTR物質管理

遵守は当然のこと、全ての製造段階で自主的な環境汚染物
質対策を行っています。

PRTR法では第一種指定化学物質の取扱量が年間１ト
ン以上、その中の特定第一種指定化学物質の取扱量が0.5
トン以上の場合に届出義務がありますが、新日軽では0.5
トン以上の取扱量の全ての物質を管理、集計しています。
2008 年度のPRTR物質の総取扱量は83トンであり、対前

年比20%の削減になっています。これは生産量の減ととも
に樹脂形材の中に含有されている鉛化合物の量を大幅に削
減した効果が表れています。今後とも鉛化合物含有の全廃
および他のPRTR物質の使用量削減を目指していきます。

◎PRTR物質総取扱量の推移
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VOC削減の自主的取り組み
新日軽にはVOC（揮発性有機化学物質）排出に関しての法

的特定施設はありませんが、所属する業界団体の中で削減の
ための自主的取り組みに参加しています。VOCの中でジク
ロロメタン、トルエン、キシレン、エチルベンゼンの取扱量、
排出量の削減を図っていますが、すでにジクロロメタンは全
廃しました。他の3物質について2000年度比は取扱量、排
出量とも大幅に削減されているのですが、2008年度はいず
れも対前年比が若干増加しました。これは塗装ラインの生

ニッケル化合物使用量の削減

PRTR
№ 対象物質名 製造工程での

主な用途 取扱量
排出量 移動量

消費量 リサイクル
大気 公共用

水域 下水道 廃棄物

40 エチルベンゼン アルミ板、形材の塗装 2,600 1,850 0 0 0 0 750

63 キシレン 同上 8,410 7,600 0 0 440 0 370

179 ダイオキシン ― 0 31 0 0 2 0 0

227 トルエン アルミ板、形材の塗装 11,040 7,840 0 0 320 0 2,880

230 鉛及びその化合物 プラスチック材の安定剤 2,040 0 0 0 10 1,590 440

232 ニッケル化合物 アルミ形材の着色 12,750 0 2,020 0 2,570 7,690 470

272 フタル酸ビス
（2- エチルヘキシル） 軟質樹脂用可塑剤 16,200 0 0 0 1,030 13,730 1,440

283 ふっ化水素
及びその水溶性塩 アルミの溶解、表面処理 18,610 0 990 0 7,240 9,480 900

304 ほう素及びその化合物 アルミ形材の表面処理 9,170 0 5,430 0 3,220 400 120

311 マンガン及びその化合物 アルミビレットの原料に
含有 1,740 0 40 0 60 1,600 40

単純合計 82,560 17,290 8.480 0 14,890 34,490 7,410

◎2008年度　PRTR届出該当物質排出量	 単位：kgただし、ダイオキシン類のみ mg-TEQ
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産量が増えたことと、小ロット化により塗料色替え時のノズ
ル洗浄剤の使用量が増えたことによるものです。
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ニッケル化合物は化学物質排出把握管理促進法（化管法）
の第一種指定化学物質に指定されており、例年その使用量、
排出量、移動量が公開されています。新日軽ではアルミ材
の表面処理工程で使用していますが、その使用量を削減す
るため設備改善や工程改善を行い、その効果が表れていま
す。使用量の削減に伴い水域への排出量が削減され環境保
全に寄与しています。

設備改善 具体的内容

RO（逆浸透膜）設備の増強 逆浸透膜の変更、多段型 ROへの改造

イオン交換処理の工程改善 イオン交換塔の集約、イオン交換時の
水洗工程での排出量削減

◎船橋製造所ニッケル化合物使用量の推移
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単純合計にダイオキシン類は含まれておりません。
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環境配慮型
製品の
開発・設計

新日軽は、地球環境はもとより、お客様の生活環境に基づいた循環型社会の構築に向けて、
環境配慮型製品基本コンセプトのもと、開発・設計に取り組んでいます。

開発・設計の基本コンセプト

環境配慮型製品の基本コンセプトに基づく商品を提供す
るため、製品環境アセスメントの基準、チェックシートを
作成し、運用しています。アセスメント基準にはライフサ
イクルの考えに沿って製品の製造段階から、輸送、施工、使
用、解体、廃棄に至るまでの各項目が含まれています。実際
に設計者が評価する際には、誰が行っても客観的かつ迅速
に作業を行えるよう、基準書の全ての評価基準項目と1：1
になったパソコン上のチェックシートを使用しています。こ
のシステムによって環境配慮型製品の基準に達しているか
どうかを判断でき、設計とアセスメントを同時に進めるこ
とができます。環境汚染物質評価に関しては、新日軽グリ
ーン調達基準に適合した環境汚染物質管理基準によって、
管理レベルごとの含有物質の有無をチェックしています。

製品環境アセスメント
◎ 製品環境アセスメント項目

大分類 中分類 小分類
項目数

評価基準
項目数

省エネルギー 製品使用時の省エネルギー 4 6

長寿命
製品の耐久性 1 1

製品の交換、補修性 1 3

省資源

部材・部品の削減 2 4

材料の削減 2 2

梱包資材削減 1 1

工数削減による省エネ考慮 2 2

輸送時の梱包容積削減 1 1

資源の有効活用

分離・分解・分別の容易性 3 5

リユース・リサイクルの推進 2 2

天然資源の活用 1 1

環境保全性 環境汚染物質対策 4 4

◎ 2008年度までに製品環境アセスメントを
　 実行した環境配慮型製品 17製品住宅建材製品・エクステリア製品ビル建材製品 6製品

グリーン調達の取り組み
グリーン調達とは、商品・材料・部品・包装材料・事務用

品等を購入する際、品質・納期・コストだけでなく、環境負
荷ができるだけ少ないものを購入することです。

新日軽では、2004年よりグリーン調達基本方針として、
お取引選定基準・商品部品の選定基準・事務用品の選定基準
を定め、環境にやさしい製品の調達強化に努めています。ま
たお取引先には、新日軽に納入する資材・製品に新日軽が

規定している環境汚染物質が条件外で使用されていないこ
とを検証後、「環境汚染物質不使用保証書」を提出していた
だいています。2008年には約70％のお取引先から提出し
ていただくことができました。

また、ISO14001認証を取得しているお取引先や、環境
マネジメントを構築しているお取引先を優先的に採用して
います。

※リムーブ性：部材の取り付け・取り出しやすさ。

LCA（Life Cycle Assessment）を考慮するとと
もに、環境負荷低減に寄与するため、商品
の使用時における省エネルギー、分離・分
解・リムーブ性※などを考慮して開発・設
計します。

1 エネルギー負荷をかけない商品思想

商品コンセプト・スペックを追求し、陳
腐化しない商品づくりや、無駄なモデル
チェンジをしないよう努めます。

MCC（Model Cycle Chart）を
ロングライフ化する商品開発

環境に関する製品ガイドラインを策定し、
開発・設計段階でアセスメントを実行し
ます。

環境に配慮した商品開発2 3
ConceptConcept Concept

カタログに表示しているオリジナルの環境マーク
新日軽では、製品環境アセスメントを行い環境配慮型と

して認定した商品には、カタログにeco BEARマークを表
示しています。eco BEARマークは「地球温暖化により絶滅
の危機に瀕している白熊の未来を救うために、私たちにで
きることを考えましょう」というコンセプトのもとに制定
した、新日軽オリジナルの環境マークです。カタログで表
示することにより、ユーザーの皆様が新日軽の環境配慮型

商品を選定する際の補助的な役割を果たしています。

地球温暖化により、
絶滅の危機に瀕し
ている自然をイラ
スト化。お客様に親
しみやすいマーク
にしました。



15

Environmental report 2009Environmentai report 2009

正面：両袖片引き窓、右面：方引き窓設置プラン

住宅建材製品
高い断熱性能を持ち、寒さを防ぐ「ファインフレーム」

「ファインフレーム」は高い断熱性能を持ち、寒さを防ぐ
と同時に省エネルギーにも貢献する環境配慮型製品です。
幅2,600mm×高さ2,430mmの大開口の窓でも、高
い断熱性（断熱性能2.33W/㎡ K　[H-5等級　ガス入り
Low-Eガラス使用時]）を実現。室内側を樹脂層でカバーす
ることでアルミ枠から熱が逃げることを防ぎ、枠の結露も
大幅に抑えることができます。
また、網戸を使用しない際は、「ロール式収納網戸機能」
により、網戸がサッシ枠に収納できる仕組みになっていま

す。さらに、引戸から出入りする際につまずく心配を軽減
した「下枠フラットレール」で、バリアのない快適な出入り
ができるようになりました。
すっきりとしたデザインの「框内蔵クレセント」と、使い
勝手のよい「クレセント」タイプは使う場所や頻度によって
選択できます。製品色は室内側5色と室外側5色を自由に
組み合わせることができ、インテリアとエクステリアのそ
れぞれに合わせたカラーコーディネートが可能です。

両袖片引き窓設置プラン

夏と冬、季節に応じた機能を発揮する「ルーバーひさし」
環境とデザインに配慮した「ルーバーひさし」は、季節で
異なる日射角度を考慮した製品です。日射角度の高い夏季
は、強い日射しを遮り室内温度の上昇を抑制しますが、日
射角度の低い冬季は柔らかな日射しを取り込み、暖かな居
室空間を演出する仕組みになっています。別売の雨よけ用
のポリカーボネートパネルを取り付けることにより、採光
性はそのままに雨水を避けることも可能です。
また、見上げた時に中骨が見えないすっきりした意匠で、
幅広い住宅に調和するデザイン性を目指しました。
壁にあらかじめ位置出し部品を取り付け、ひさし本体を
引っ掛けて固定するので、一人で簡単に施工することもで
きます。

ひさし本体

取付位置出し金具

ひさし本体

取付位置出し金具

夏季／強い日射しを遮り、室内温度の
上昇を抑制

冬季／柔らかな日射しを取り込み、暖
かな居室空間を演出

幅広い住宅に調和するデザイン

一人でも取り付け可能な簡単施工
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環境配慮型
製品の
開発・設計

ビル建材製品
自然風力換気窓「仮称ユラード」開発中商品

自然風力換気窓「仮称ユラード」は、新鮮な外気を取り入
れながら、不快な強い風はその風の力を利用して遮るという
新しいタイプの換気システムです。
窓本体は当社の主力基幹サッシ「RMG70」の辷り出し窓
を流用し、特殊なヒンジ機構により外気を調節して取り入れ
ます。また特殊オペレーターにより、スムーズな開窓を実現
しながら、閉窓時には自動的に施錠される「ロック機能」を

搭載しています。
無風時は、障子の重量とバネを利用して戸先側で約
200mmの開口幅を作りだし、風が３m/sを超えると徐々
に窓が閉じて約70mmの開口幅になります。不意の突風時
にも緩衝装置が働き、窓の破損を防ぎ、不快な衝突音を防
止します。

開窓状態（無風時　200mmの開口幅）閉窓機構バランス実験風景

「仮称ユラード」の設置効果
「仮称ユラード」の設置効果は、第一に必要換気量の確保
（良好な室内環境）、第二に中間期（4月～5月・9月～10月）
における熱負荷の削減（冷房消費エネルギーの削減）が
あげられます。その効果については建物の立地条件、形状、
ユラードの設置位置や数量で異なるため一概に同様ではあ

りませんが、風上と風下に取り付けた場合は風上に正圧、
風下に負圧がかかり効率のよい換気が期待できます。また、
建物内の空気の対流（温度差による気流）を利用すると、無
風時でも換気が可能です。

エコボイドのある建物　～シミュレーション例～
エコボイドとは最上部を外部に開放した吹き抜け空間で
す。吹き抜け内部には温度差による気流が発生し、それに誘

引されて各室にも気流が発生することにより、無風時でも自
然な換気が可能です。

無風  温度分布+ベクトル断面図 風向北風  温度分布+ベクトル断面図
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エクステリア製品
太陽熱集熱外壁パネル「ソーラースパンドレル」

「ソーラースパンドレル」とは、アルミ製のスパンドレル
を、外壁を覆う形で設置して太陽熱を集め、外壁とスパン
ドレルとの間を通過する空気を暖めてファンで室内に吸引
する簡易暖房補助システムです。
太陽エネルギー以外のエネルギーをほとんど使わないた

省資源化を実現した環境配慮型製品「ビクロスフェンス」
2009年4月より発売している「ビクロスフェンス」は、
柱と格子を組み合わせて作る新しい発想のフェンスです。
一般的な形材フェンスと比較して構成部材・部品を大幅
に簡略化した新構造により、省資源化を実現しました。
またシンプルな構造ゆえに、異なる格子の組み合わせ・
格子本数の増減・ななめ納まりや取り付け位置の変更など

も可能で、他にはないオリジナルのフェンスを作ることも
できます。格子デザインは3デザイン、格子色は5色用意し
ていますので、さまざまな外構に組み合わせることが可能
です。植栽とコーディネートしやすいデザインで人気を集
めています。

柱と横格子の組み合わせで自由にデザイン

※ラミネート材（クリアバーチ・ダークメープル）の基材はCB
ブラウンです。溝内部には、ラミネート材を貼ってません。

ペールグレー

ブロンズつや消し

ホワイト

クリアバーチ

ダークメープル

ペールグレー ブロンズ
つや消し

ホワイト

1本

クロス

2本

ななめ

両面 ツートン

め、暖房によるCO2排出量を大幅に削減することができま
す。また、火を使わない暖房のため事故や火災の心配もな
く、高齢者や小さなお子様がいるご家庭でも安心です。外壁
に取り付けるだけの簡単施工で、暖房しながらの換気も可
能なパネルです。

ソーラースパンドレル施工例

◎イメージ図 ◎ソーラースパンドレルとエアコンを併用した場合

「ソーラースパンドレル」下端より取り込
んだ空気を太陽熱を利用し暖めて室内に
取り入れます。

熱の流れ

空気の流れ

ソーラー
スパンドレル

外壁

◎外壁に取り付けるだけの簡単施工

外壁に「ソー
ラースパン
ドレル」ユニ
ットを取り
付ける。

3

ソーラースパンドレル

外壁に給気
ファンの孔
をあけ、給気
ファン用の
パイプを取
り付ける。

1
室内

外壁

室内側に給
気ファンと
スイッチボ
ックスを取
り付ける。

2

※電気工事が必要となります。

ファン

設置
完了！

4外壁 外壁 外壁

ファン ファン

室内 室内 室内

ビクロスフェンス施工例 ビクロスフェンス施工例 自由度の高い横格子

※掲載データは東京の冬の例です。地域・設置条件によって効果が異なります。
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環境会計
新日軽では社会との良好な関係を保ち、
持続的に環境保全活動を行っていくため環境会計を導入しています。

環境会計
新日軽では環境活動を経営の中で重要な位置付けとして
いますが、活動の成果を具体的に評価するため、2003年度
より環境会計を導入しました。2008年度での実績を引き続

き報告します。環境投資または費用の振り分けが不明確な項
目に関しては環境会計の範囲から除外されています。

2008年度の環境保全コストは環境関連投資総額で1億6
千万円、関連費用総額で5億2千万円となりました。主な投資
は船橋製造所溶解炉集塵機の更新です。排ガス中の汚染物質の
濃度をさらに下げるため、最新の集塵機を設置しました。さら
に通常投資として老朽化した薬品タンクやその配管の更新、排
水処理施設の設備改善などを行いました。環境保全活動に
よって得られた効果金額は2億2千万円となりました。主な

新日軽としては2003年度から環境会計を導入しましたが、
上下流コストおよび研究開発コストが充分に把握できてい
ません。これは主に本社での活動結果が数値化できていな
いことによるものです。環境保全活動を進める上で環境会

効果金額は有価物の売却益ですが、廃棄物の削減活動によっ
て得られた効果も含まれています。総CO2排出量は2007
年度比6.9%、総エネルギーは7.7%削減されましたが、こ
れは主に工場での生産量が減ったことによります。省エネル
ギーと大気保全の10ページに記載してありますが、参考指
標としている生産量を分母とした原単位は悪化しており、生
産の小ロット化をカバーできない結果となりました。

計は重要な判断指標であり、各分野における継続的な実績
把握が必要です。今後はより範囲を広げて精度の高い環境
会計を目指します。

※新日軽では資材調達部門､物流部門、研究開発部門、サービス部門が本社組織となっており、上流・下流コストおよび環境保全に資する製品等の研究開発コストなどは含まれてい
ません。

単位：千円

139,75468,007

21,95721,320

2,000500

ーー

ーー

163,71189,827

290,946308,881

11,7102,805

176,018137,133

39,02032,766

1,0281,041

518,722482,626

投資額

2007年度 2008年度

費用額
環境保全コストの分類

公害防止コスト

2007年度 2008年度

地球環境保全コスト

資源循環コスト

管理活動コスト

社会活動コスト

合　計

主な取り組みの内容

燃焼ガス処理施設、排水処理施設、監視施設等

省エネルギー等

廃棄物処理等

環境マネジメント、環境教育、事業所緑化等

環境保全団体、地域住民等への支援等

◎ 物量効果 ◎ 環境保全活動によって得られた効果金額 単位：千円

125,600134,900

2,4002,600

167,300179,300

32,30036,900

分　類

CO2排出量（t-CO2）

2007年度

発熱量換算総エネルギー使用量（TJ）

電力使用量（MWh）

廃棄排出物総量（t）

2008年度

4,253梱包資源の削減

0

660

194,803

3,386

分　類

省エネ活動

2007年度

廃棄物の削減活動

有価物の売却

産業廃棄物のリサイクル

2008年度

合　計 219,466

3,000

0

49,300

164,392

2,774

203,102

2008年度集計結果

環境負荷に伴う経済効果

2008年度環境会計の結果

今後の取り組み

【集計範囲】
本環境報告書に記載されている10工場の内、ビル建材の
地方工場を除く主力7工場を対象としています。上流・下流

【対象期間】　2008年４月〜 2009年３月 （新日軽の会計年度と同一期間）

コストおよび環境保全に資する製品等の研究開発コストなど
は含まれておりません。
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従業員の
安全衛生

新日軽は従業員一人ひとりが主体となり、
安全で健康な職場づくりを推進しています。

オーディット風景

従業員の安全衛生

企業活動の原点は安全。安全は全ての企業活動に優先す
る重要課題です。「安全で健康な職場作り」を目指すために
は、一人ひとりが安全の主体者になるとともに、工場およ
び施工現場の管理者は、危険性・有害性要因を除去してい
く必要があります。また、安全衛生管理のＰＤＣＡサイク
ルを展開し、安全衛生スローガンのもと、安全衛生関係諸
法令を遵守するとともに、日々、無事故・無災害に取り組
み、安全で働きやすい職場環境を確保するよう活動するよ
う努めていきます。

エコドライブカード

安全衛生管理方針とスローガン・行動目標

確認しよう あなたの安全 職場の安全スローガン

指差呼称で安全確認行動目標

設備機械の安全化を目的に危険性要因の危険度を評価し、
危険度の高いものを優先して計画的にリスクの低減を進めて
います。

リスクアセスメントによる危険要因の改善

0

100

2004

改善件数 改善累計

（年度）

◎リスクアセスメント実績

200

300

400

500

600

2008200720062005（件）

安全衛生管理自主監査（オーディット）の実施 エコ安全ドライブの取り組み

ライン管理の強化とＰＤＣＡサイクルの効果的な展開を進
めています。

エコドライブで自動車事故防止と環境保全に取り組んでい
ます。

実施部門

船橋製造所5部門

自主監査事項

（株）新日軽北陸13部門

苫小牧工場

藤岡工場

八日市工場

北海道日軽サッシ

関西日軽サッシ

1.安全衛生活動計画の進捗

2.職場の基本台帳

3.職場の環境管理

4.保護用具の着用基準

5.有資格作業、資格者一覧と資格取得計画

6.設備機械の安全化箇所の確認

7.安全衛生職場管理点検表に基づく評価

①「ふんわりアクセル」やさしい発進を心がけましょう

②「早めのアクセルオフ」エンジンブレーキを積極的に使いましょう

③「加減速の少ない運転」交通状況に応じた速度の変化の少ない運転に努めましょう

④車間距離は余裕を持って運転しましょう

⑤タイヤの空気圧を適正に保つなど、確実な点検・整備をしましょう

◎5つの取り組み
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サイト別報告 新日軽は、サイト近隣の住民の方々を重要なステークホルダーと認識し、
省エネルギーの推進や環境施設の改善を推進しています。

㈱新日軽北陸

北陸製造所を承継し、新日軽の生産子会社として新たに発
足した会社で、生産部門のリーダーとしての責任を改めて感
じている次第です。㈱新日軽北陸では、総合建材メーカーと
して、原料の溶解・鋳造から始まり、住宅およびビル用建材
製品の加工・組立まで一貫生産しています。昨年は、建築着
工戸数の減少や石油製品の値上げなど、厳しい社会環境の中

で生産量に影響を受けました。しかし、生産効率を上げるこ
とが環境負荷の低減につながるものと考え、改善活動や省エ
ネ活動、省資源や、廃棄物の分別活動、リサイクル等を推進
し、ゼロエミッションやCO2排出量の削減等の成果を得るこ
とができました。今後とも地域の皆様との共生を重視し、地
域社会に貢献できる事業活動を引き続き行っていきます。

社長あいさつ

◎ 小矢部工場
住所：富山県小矢部市浅地130
土地面積
建屋延べ面積
用途地域
事業内容
従業員数
エネルギー管理指定工場
公害防止特定工場
総電力使用量
熱燃料使用量
水使用量
排水の放流先

170千ｍ2

94千ｍ2

無指定
アルミ建材製造
408人
熱電一体第1種
大気4種、水質2種、
ダイオキシン類

20,149MWh/年
207TJ/年
42万ｍ3/年
河川

◎ 立野工場
住所：富山県高岡市宝来町85
土地面積
建屋延べ面積
用途地域
事業内容
従業員数
エネルギー管理指定工場
公害防止特定工場
総電力使用量
熱燃料使用量
水使用量
排水の放流先

43千ｍ2

34千ｍ2

無指定
アルミ、プラスチック建材製造
464人
なし
なし
4,077MWh/年
9TJ/年
25万ｍ3/年
河川

◎ 高岡工場
住所：富山県高岡市本郷2-5-8
土地面積
建屋延べ面積
用途地域
事業内容
従業員数
エネルギー管理指定工場
公害防止特定工場
総電力使用量
熱燃料使用量
水使用量
排水の放流先

82千ｍ2

58千ｍ2

工業地域
アルミ形材、プラスチック形材製造
330人
熱電一体第1種
大気3種、水質1種、振動、
ダイオキシン類

77,239MWh/年
287TJ/年
530万ｍ3/年
河川

省エネルギー活動

エネルギー消費量が最も多い高岡工場では、2007年にリ
ジェネーバーナーの導入し、皮膜の冷凍機運転の適正化を図
り、使用エネルギー量を削減しています。また立野工場では、
コンプレッサーの適正な運転制御や、省エネ暖房機への切り
替えなどにより、総CO2排出量が削減されています。

「とやまエコライフ・アクト10」宣言への参加

富山県ではチーム・マイナス６％と連携し「とやまエコライ
フ・アクト10」宣言を実施しています。富山県の呼びかけに応
じ、当社も参加しました。この宣言は、チーム・マイナス６％の
６つの活動に、富山県オリジナルの４項目を加えた活動です。
2009年3月末時点では県全体で94,438名が参加し、当社で
も従業員の大多数に当たる887名が参加しています。

地域住民の皆様との交流会

当社は、地域に密着した工
場づくりを目指していますが、
住民の皆様とのコミュニケー
ションを図るため、毎年地域自
治会との交流会を開催してい
ます。交流会では生産現場や
環境施設の見学をしていただき、各種のご要望、ご意見をいた
だいています。この交流会は今後も毎年継続して開催します。

小矢部工場の騒音苦情のお詫び

2008年4月16日に発生
した当社小矢部工場からの
騒音による苦情を受けまし
て、地域住民、行政機関に多
大のご迷惑をおかけしまし
たことを深くお詫び申し上
げます。苦情をいただき、調
査・検討の後、防音・消音等の工事を行いました。近隣の皆
様からも「静かになりました」との評価を受け、まだまだ完
璧ではありませんが、騒音対策の評価を受けたものと思い
ます。この後は、さらなる防音対策の改善に継続的に取り
組んでいきます。

騒音対策を施した集塵機ダクト

交流会での現場見学風景
●北陸製造所総CO2排出量の推移
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船橋製造所
製造所長あいさつ

船橋製造所は多くの資源を消費し、多くの廃棄物、排ガス、排水を排出
していますが、環境保全活動を最優先の課題として生産活動を継続して
います。しかしながら、地球温暖化をはじめとして私たちを取り巻く環
境はますます厳しくなっており、より一層の環境改善が求められていま
す。当製造所では省エネルギー活動をはじめとして廃棄物の削減活動な
どの環境改善を積極的に行い、環境負荷の低減に努めています。また、法
令遵守はもちろん、積極的に行政機関や地域住民、他事業所とのコミュ
ニケーションを図り、環境トラブルの防止を図っています。

緑化活動

船橋製造所は工場、事務棟の建屋が敷地の大半を占めてい
ますが、それを取り囲むように5,000本以上の樹木に覆われ
ています。これらの樹木は四季折々に色鮮やかな花と葉をつけ
ます。春から夏にかけては桜、チューリップ、さつき、つつじ、
あじさいなどの花が満開になり、秋には工場敷地の境界線に植
えた銀杏の葉が黄色く色づきます。また、冬には椿の花が咲い
てなごませてくれます。これらの樹木は当製造所の従業員が定
期的に手入れをして維持しています。樹木の枝は隣接する他事
業所、歩道の歩行者や電線の妨げにならないよう剪定し、秋に
は歩道に落ちた落ち葉を回収しています。樹木を育むことによ
り温室効果ガスの削減にも寄与しています。

敷地境界線の銀杏並木

千葉県献血運動への協力

船橋製造所は30年以上、千葉県赤十字社の献血運動に協
力しています。今年も献血バスが２回当製造所を訪れ、就業
時間内に数十名の従業員が献血しました。今後ともこの献血
運動を継続していきます。

船橋市民祭りへの参加

船橋製造所では、毎年夏季に開かれる船橋市民祭り時の船橋
工業展（めいど・いん・ふなばし）に参加して、当製造所の紹介と新
日軽製品の展示を行っています。市民の皆様の関心は高く、多く
の方がブースを訪れ熱心に説明を聞いてくれます。当製造所で
は、今後とも地域に密着した開かれた工場を目指していきます。

落ち葉の回収作業

献血車 献血風景船橋製造所展示ブース 説明を受ける船橋市長

温室効果ガス排出量の削減活動

船橋製造所ではアルミサッシを生産する工程である溶解、
押出、表面処理で多量の電力、燃料を消費し、音質効果ガス
であるCO2を発生させています。当製造所では生産を継続す
る中で、溶解炉、熱処理炉、乾燥炉などの燃料を重油、灯油
から都市ガスに転換し、設備の非稼動時の運転休止や生産効
率の向上等の省エネルギー活動を推進してきました。その結
果、毎年エネルギー起源のCO2排出量が削減されています。

◎ CO2排出量（エネルギー起源）の推移
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住所：千葉県船橋市習志野4-12-2
土地面積
建屋延べ面積
用途地域
事業内容
従業員数
エネルギー管理指定工場
公害防止特定工場
総電力使用量
熱燃料使用量
水使用量
排水の放流先

172千ｍ2

88千ｍ2

工業地域
アルミ建材製造
249人
熱電一体第1種
大気3種、水質2種、騒音、振動、ダイオキシン類
59,270MWh/年
243TJ/年
138万ｍ3/年
河川、下水道

◎ 船橋製造所

53,393 52,555
49,680 48,720 47,783

42,759

35,625
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苫小牧工場

苫小牧工場では、2003年度より断熱性能を高める硬
質ウレタンを充填した高断熱ドアを生産しています。ド
アの額縁部分を切り抜いたウレタン端材の処理が課題
となっていましたが、廃棄物処理業者の協力によって
2008年度よりRPF化を進めることで、廃ウレタン埋立
量「ゼロ」を達成することができました。RPFとは、廃棄
物のプラスチック、紙、木などの可燃物を粉砕、圧縮し成
形した新燃料です。苫小牧工場で発生した廃ウレタンを
使ったRPFは主に地元の製紙会社で使用されています。

断熱ドア本体から切り出された
廃ウレタン

廃ウレタンから作られたRPF

藤岡工場
1.小学生の工場見学

工場長の説明を聞く生徒さん

アルミの生産工場ではアルミ建材の切断、加工などにより
床にアルミカスが飛散しますが、それらのカスの中には小さ
いネジや部品が混じることがあります。普通は掃きゴミとし
て捨てられていますが、藤岡工場ではそれらの掃きゴミをふ
るいにかけて材質ごとに選別しリサイクルしています。

八日市工場

省エネルギーのため、加工棟の150台の蛍光灯を省エネタ
イプのものに更新しました。年間約500kWhの電力量を削減
することができました。 更新した蛍光灯

八日市工場は、多くの自然に囲まれた環境の中に立地しています。“自然や地域と
共存する工場”であるために、公共道路の清掃活動や場内の緑も限りなく自然に近
い形で維持できるようメンテナンス活動
を実施しています。今では場内もたくさ
んの木々と緑にあふれ、野鳥の巣づくり
の風景も見られます。 道路の清掃風景樹木のメンテナンス風景

2.工場床の掃きゴミ選別

掃きゴミを選別しリサイクルへ

◎ 苫小牧工場
住所：北海道苫小牧市晴海町43-3
土地面積
建屋延べ面積
用途地域
事業内容
従業員数
エネルギー管理指定工場
公害防止特定工場
総電力使用量
熱燃料使用量
水使用量
排水の放流先

13千ｍ2

9千ｍ2

工業地域
プラスチック形材製造
42人
なし
なし
3,072MWh/年
2,9TJ/年
6,7万ｍ3/年
海

◎ 藤岡工場
住所：栃木県下都賀郡藤岡町富吉字東前1640-4
土地面積
建屋延べ面積
用途地域
事業内容
従業員数
エネルギー管理指定工場
公害防止特定工場
総電力使用量
熱燃料使用量
水使用量
排水の放流先

61千ｍ2

42千ｍ2

中商化調整地域
アルミ建材製造
21人
なし
なし
1,348MWh/年
1,1TJ/年
0,3万ｍ3/年
河川

◎ 八日市工場
住所：滋賀県東近江市上羽田町字西山3275番地1
土地面積
建屋延べ面積
用途地域
事業内容
従業員数
エネルギー管理指定工場
公害防止特定工場
総電力使用量
熱燃料使用量
水使用量
排水の放流先

100千ｍ2

25千ｍ2

無指定
アルミ建材製造
34人
なし
なし
1,157MWh/年
0,6TJ/年
0,4万ｍ3/年
河川

藤岡工場近くの赤麻小学校の生徒さん達が、社会勉強、課
外活動の一環として藤岡工場見学に訪れました。生徒さん達
は、工場長の説明を聞いた後工場の機械やでき上がった製
品などを見て、熱心にメモを取っていました。当工場を見学
してもらうことを通じて、新日軽の事業活動に関心を持って
もらうことも期待しています。

1.自然や地域と共存する工場を目指して

2.省エネタイプの蛍光灯設置

断熱ドアウレタン廃材のリサイクル
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環境
コミュニケーション

■ 新日軽ホームページ
　 http://www.shinnikkei.co.jp

新日軽としては7年目の環境報告書となりました。小冊子
の発刊ではなく、ホームページ上での公開となっています
が、環境報告書本来の姿である環境保全活動のページを充

実させ、環境トピックスも増やしました。昨年度は皆様方よりたく
さんのご意見、お問い合わせをいただきました。プリントアウト後に
小冊子にした場合の見やすさもご好評いただきましたが、本年度も
皆様方からのたくさんのご意見、ご感想をお待ちしています。

◎ 新日軽ホームページ上の
　 環境配慮型商品の紹介ページ

編集
後記

・■ 新日軽株式会社発足

・■ 環境基本法制定
・■ 藤岡工場操業開始

・■ 特定フロン全廃

・■ 「環境管理室」設置

・■ 日本サッシ協会の「環境問題対策委員会
  　 （現環境対策部会）」に参画

・■ 「環境管理基本方針」制定
・■ 大型環境・断熱試験装置導入
・■ 軽金属製品協会の
  　 「大気汚染物質自主管理計画」に参画

・■ 八日市工場操業開始
・■ 「環境管理委員会」および
  　 「環境管理推進連絡会」設置

・■ 循環型社会形成推進基本法制定
・■ 小矢部工場溶解炉にリジェネバーナー導入

・■ 高岡工場 ISO14001認証取得'01

・■ 船橋製造所 ISO14001認証取得

・■ 北陸製造所の立野工場・小矢部工場が
　　拡大サイトとして ISO14001認証取得・
・■ 製品環境アセスメント、
     グリーン調達基準の運用開始

・■ 苫小牧工場 ISO14001認証取得
・■ 船橋製造所溶解炉にリジェネバーナーを導入

・■ 北陸製造所 ISO14001  2004年版に移行・
・■ 船橋製造所・苫小牧工場 ISO14001-2004年
 　 度版に移行
・■ 高岡工場に大型中和・凝集沈殿設備を導入

・■ 船橋製造所溶解炉の燃料 LNG化
・■ 高岡工場に大型緊急排水導入設備設置
・■ 高岡工場溶解炉にリジェネバーナー導入

'06

'05

'03

'04

'02

'00

'96

'97

'99

'95

'94

'93

・■ 小矢部工場操業開始
・■ コージェネレーションシステム稼働'92

'84

・■ 藤岡工場 ISO14001認証取得
・■ 北陸製造所が（株）新日軽北陸へ移行

'08

・■ 八日市工場 ISO14001認証取得'07

新日軽環境配慮型商品のご紹介

新日軽は断熱商品・省エネ
ルギー商品・リサイクル商品
など、建物や庭まわりにご使
用いただける環境配慮型商品
を、当社のホームページの環
境への取り組み上でご紹介し
ています。また、環境報告書
も同じホームページ上でご覧
いただけます。

エコキャップ回収運動

新日軽では本社、支店、工場で
エコキャップ（ペットボトルキャ
ップ）の回収運動を進めています。
ペットボトルのキャップは本体と
材質が異なっており、キャップを
付けたまま廃棄すると不純物にな
ってしまいますが、別に回収すると良質なリサイクル材にな
ります。国内ではNPO法人「エコキャップ推進協会」がエコキ
ャップ回収運動を展開し、集まったエコキャップを基金にし
て世界中の子供達にワクチンを送っています。船橋製造所か
ら始まったこの運動は現在では全社的に広がり、ペットボト

ルを廃棄する際にはキャップを
分別回収し、指定の各県集積場へ
送っています。すでに10万個以
上のエコキャップを送り、世界の
多くの子供達に役立っています。

エコキャップ分別回収

船橋製造所に集まったエコキャップ

藤岡工場の桜並木

田園地帯にある藤岡工場は、工場建
設以来、緑豊かな環境維持を目指して
きました。同工場の敷地内には小川が
流れていますが、その両脇に工場建設
時に桜の苗を植えました。その後十数
年の間に大きく育ち、春には桜並木が満開になります。桜
並木は従業員の憩いの場であり、同時に地域住民を癒す存
在にもなっています。これからも貴重な緑を守り育てるた
めの努力を続けていきます。

藤岡工場の桜並木

新日軽の環境保全活動のあゆみ

・■ 関西日軽サッシ・西日本日軽サッシが
・   （株）新日軽北陸の拡大サイトとして
　  ISO14001認証取得



■本報告書に関するお問い合わせ先

新日軽株式会社　環境管理担当
〒136-0076　東京都江東区南砂2-7-5　

FAX 03-5677-8752
TEL 03-5677-8588

http://www.shinnikkei.co.jp
2009年7月

新日軽はチーム・マイナス6％に参加しています




